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【背景・目的】 

近年、妊婦を含めフルクトースの消費量は増加している。我々はこれまでに妊娠授乳期

のフルクトース摂取が仔のインスリン抵抗性を示すこと及び糖代謝など様々な生体反応に

関与する insulin-like growth factor-1（Igf-1）の発現低下を明らかにしている。しかし、

母獣のフルクトース摂取が仔の Igf-1 発現を低下させるメカニズムは明らかにされていな

い。本研究は Igf-1 の発現分子メカニズムについてエピジェネティクスの視点から解明す

ることを目的とした。 

【対象・方法】 

10 週齢雌 SD ラットを交配させ、妊娠授乳期に MF 固形食と蒸留水を摂取させた母獣から

生まれた仔を Control（C）群とし、MF固形食と 20％フルクトース水を摂取させた母獣から

生まれた仔を Fructose（F）群とした。両群とも 21日齢、60日齢、160日齢で解剖を行い、

肝臓を採取した。肝臓から IGF-1タンパク量及び mRNA発現量をそれぞれ ELISAとリアルタ

イム PCR にて定量した。また、Igf-1 をターゲットとすることが予測される miR-29a、98、

206、130a、130b、301a、301ｂの発現量についても解析を行った。さらに、ラット肝細胞

由来の C9細胞株を用いて、これら miRNA の inhibitorおよび mimic を用いて Igf-1発現量

解析を行った。 

【結果】 

肝臓の IGF-1タンパク量及び Igf-1発現量は 60日齢及び 160日齢において C群と比べて

F 群で有意に低下を示した。miRNA 発現量解析では 60 日齢及び 160 日齢において miR-29a、

98、130a、130ｂ、206 が C 群と比べて F 群で有意に増加していた。Inhibitor を用いた C9

細胞での解析では miR-130b、206 の inhibitor で Igf-1 発現量が有意に増加していた。ま

た、mimic を用いた C9 細胞での解析では、miR-29a、130a で Igf-1 発現量が有意に低下し

ていた。 

【結論】 

本研究では肝臓の Igf-1発現調節の分子メカニズムに miRNAが関与することを示唆した。 

 

  


